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「将来的にはグランプリなどの
� 大きなレースに出られる選手に」

　平成30年にデビューした、日本競輪選手会三重支部所属の川嶋百
香選手。四日市競輪場をホームバンクとする唯一のガールズケイリン
選手として、今後の活躍が期待される川嶋選手にお話を伺いました。

ガールズケイリン選手

川嶋百香さん

Vol.81
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■小さい頃の夢は水泳のオリンピック選手
元々運動が好きで、小さい頃の夢は水泳のオリンピッ
ク選手になることでした。小さい頃からロードレーサー
などに乗っていて、小学生の頃は水泳やレスリングをや
っていました。部活はずっと陸上部でしたが、トライア
スロンもずっと続けていました。ある時知り合いにガー
ルズケイリンがあることを教えてもらって、試験を受け
てみたことが競輪選手になるきっかけでした。

■大変だった日本競輪学校時代
日本競輪学校（現在の日本競輪選手養成所）時代は携
帯電話も触れなかったですし、監禁状態みたいな感じで
１年を過ごしたことがきつかったです。でも、これを乗
り切ればプロのスポーツ選手としてやっていけると思っ
て頑張りました。

■ガールズケイリン選手になって
デビュー戦が地元の四日市だったので、友達も来てく
れましたし、応援も多かったです。そのレースで１着を
取れてインタビューを受けたんですけど、地元の皆さん
が見てくれてすごくうれしかったです。
競輪選手になってからは、強い選手と戦えるという楽
しさもありますし、
レースもスピード感
があってすごく楽し
いです。この前けが
をしてしまって、そ
ういうときはつらく
なるんですけど、ま
た１着を取れるよう
に頑張って練習して
いきます。

■地元の皆さんへのメッセージ
今後の目標は、グランプリなどの大きなレースに出ら
れる選手になることです。女性が競輪をしている姿はか
っこいいと思いますし、生で見た方が迫力があるので、
ぜひ四日市競輪場に来てレースを見てもらいたいです。
応援よろしくお願いします。

赤ちゃんの頃の川嶋選手↑

子どもの頃の川嶋選手→

日本競輪学校時代の川嶋選手↑

日本競輪学校卒業式→

ガールズケイリン選手
の友人たちと→

11月放送のCTY「ちゃんねるよっかいち」やCTY-FM「よっかいちわいわい人探訪」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）


